
学校番号 １１５ 

令和３年度 国語科 

 

教科 国語 科目 古典 B 
単位

数 
２単位 年次 ３年次 

使用教科書 新 探求古典 B（桐原書店） 

副教材等 

体系古典文法(数研出版)、新国語総合ガイド(京都書房)、LooK＠古文単語 337(京

都書房)、改訂版まぎらわしい語の識別ﾏｽﾀｰﾉｰﾄ（数研出版）、改訂版漢文重要語ﾏ

ｽﾀｰﾉｰﾄ（数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・基本的な古典文法と単語は１、2年次に学習済みです。3年次では、自分の力で全文訳を行うこ

とを目標とします。予習の段階で全文訳に取り組むようにしましょう。 

・本文に出てくる古典文法と単語は、副教材を使って確認し、定着させましょう。 

・古典常識についての理解を深め、本文読解に役立てましょう。 

・主体的に取り組む態度が一番大切です。 

 

２ 学習の到達目標 

１、 作品がかかれた時代背景や状況を理解し、作者や登場人物の考え方や感情を読み取る。 

２、 古典作品を読み解く上で必要な古典文法と単語を定着させる。 

古典の世界から現代へ受け継がれる日本文化や日本語の流れを理解する。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 a:関心・意欲・態度 

b:話す

能力聞

く能力 

c: 書 く

能力 

 

ｄ：読む能力 

 

ｅ：知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

古典を読む力を高める意

志を持って古典作品を読

む。 

  古典を読んで要旨、思

考・感情を読み取る。 

文法、語彙を増や

して古典の言語世

界に浸る 

評
価
方
法 

記述内容の確認 

発表の仕方 

定期考査 

  発言内容 

記述内容 

定期考査 

音読の正確さ 

発言内容 

記述内容 

小テスト 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 



１
学
期
前
半 

随
筆 

教材 

「すさまじきもの」(清少納言) 

「二月つごもりごろに」（清少

納言） 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

  

 

○ 

 

 

○ 

a:興味、関心を示してい

る。 

d:作品の内容を理解して

いる。脚注、辞書、文法書

を参照しながら本文を正

確に現代語訳している。 

e:枕草子の読み方を知る 

行動の観察 

ノート 

ワークシート 

小テスト 

定期考査 

逸
話 

「不顧後患」(説苑) 

「孔明臥竜」（蒙求） 

○   ○ ○ a:興味、関心を示してい

る。 

ｄ 句形（疑問、反語、抑

揚、仮定）を理解してい

る。 

e:正しい文法知識の獲得 

行動の観察 

ノート 

ワークシート 

小テスト 

定期考査 

 

１
学
期
後
半 

物
語 

「藤壷の里下」(紫式部) 

「葵上と物の怪」（紫式部） 

 

 

○ 

  

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

ａ 平安時代の文化に関

心を持つ。 

ｄ 作品の内容を理解し

ている。 

ｅ 歴史的事実を理解す

る。  

行動の観察 

ノート 

ワークシート 

小テスト 

定期考査 

逸
話 

「三横」（世説新語） 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

a:興味、関心を示してい

る。 

ｄ 句形（詠嘆）を理解し

ている。 

e:句形に沿った現代語訳

方法を知る 

行動の観察 

ノート 

ワークシート 

小テスト 

定期考査 

2 

学

期

中

間 

物

語 

「柏木と女三宮」（紫式

部） 

 

 

○ 

   

 

○ 

 

 

○ 

ａ 平安時代の文化に関

心を持つ。 

ｄ 作品の内容を理解し

ている。 

ｅ 歴史的事実を理解す

る。  

行動の観察 

ノート 

ワークシート 

小テスト 

定期考査 

2

学

期

期

末 

 センター型問題を解く ○   ○ ○ ａ 自己の学習の到達を

経験し、自ら評価する 

ｄ 初見古典の内容を理

解する 

ｅ 所見古典の描く世界

を具体的に思い描く 

問題解答の

得点率 

3

学

期 

 入試問題を解く ○   ○ ○ ａ 自己の学習の到達を

経験し、自ら評価する 

ｄ 初見古典の内容を理

解する 

ｅ 所見古典の描く世界

を具体的に思い描く 

問題解答の

得点率 

 


